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 研究要旨 
抗 Aβ抗体薬の社会実装においては、薬剤そのものだけでなく、診断から導

入後までを支える医療体制の整備が重要であった。東京都健康長寿医療セン

ターの実臨床では、専門外来受診者のうち治療開始に至ったのは 42.0%であ

り、主な非導入理由は病期進行、アミロイド陰性、MRI 上の禁忌であっ

た。75 歳以上、男性、高 MMSE 例では開始率が低く、導入判断には副作

用懸念や病状評価が影響していた。レカネマブ投与後の ARIA は 20%に認

めたが、全例無症候性で管理可能であった。一方、日本では経済的障壁は比

較的小さいものの、情報格差、家族内葛藤、地域連携の不明瞭さといった非

財務的課題が大きく、今後は不適格例も含めた継続的ケア経路の構築が必要

である。 

 
Ａ．研究目的 
抗Aβ抗体薬の社会実装において、医療インフラ、

医療スタッフのスキルアップ、社会への啓発に

何が重要かを検討する。 
 
Ｂ．研究方法 
東京都健康長寿医療センターで抗 Aβ抗体薬投

与を進め、受診から導入、そして治療の経過に

ついてデータを取得する。投与対象とならない

場合もその状況を詳細に検討する。 
 
Ｃ．研究結果   
治療開始率の現状: 専門外来を受診した312名
の患者のうち、実際に治療を開始したのは

42.0%に留まる。主な除外理由は、認知症の進

行（高度な病期）、アミロイド陰性、および

MRI上の禁忌（微小出血等）である。 
開始の予測因子: 75歳以上の高齢者、男性、お

よびMMSEスコアが高い（27-30）患者は、治

療を開始する可能性が有意に低い。これは、副

作用への懸念や、非常に軽症な段階での「様子

見」の選択、アミロイド陰性率の高さなどが影

響している。 
安全性（ARIA）: リアルワールドの臨床現場

において、レカネマブ投与によるアミロイド関

連画像異常（ARIA）の発現率は20%（ARIA-E 
4%、ARIA-H 16%）であった。特筆すべき点

として、全例が無症候性であり、管理可能な安

全性が示されている。 

制度的課題: 日本の国民皆保険制度は経済的障

壁を最小化しているが、情報の非対称性、家族

内の葛藤、専門医療機関と地域のかかりつけ医

の間の役割分担の曖昧さなど、非財務的な障壁

が顕在化している。 
今後の方向性: DMTを単なる薬物療法としてで

はなく、診断前から診断後までの継続的なケア

経路の中に組み込む必要がある。特に、不適格

となった患者へのフォローアップ体制の構築が

急務である。 
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